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社会医療法⼈孝仁会

釧路孝仁会記念病院

原⽥ 英之 院⻑

透析医療にトータルに取り組む孝仁会グループの基幹
旅⾏透析に⼒を注ぎ透析患者の活動をサポート 
孝仁会は1989年に釧路脳神経外科病院としてスタートして以来、地域のニーズに応じて機能・規模ともに拡張してき
た。2009年には救急医療への貢献が評価され社会医療法⼈に認定。2007年に開設された釧路孝仁会記念病院は同法
⼈の基幹病院で、三⼤疾病を中⼼に⼊院医療と予防医療を提供している。⾼まる透析医療へのニーズに応えるべく開
設間もなく外来透析を開始し、現在は20床の透析ベッドをフル回転させ、⼊院・外来透析のほか旅⾏透析にも⼒を⼊
れている。

病院の概要
三⼤疾病を中⼼とした急性期病院
透析は循環器内科と⼼臓⾎管外科が担当

 社会医療法⼈孝仁会は、⼼臓病を中⼼に⾼度な急性期医療を提供する
北海道⼤野記念病院、北海道東部地域（道東）で唯⼀の回復期リハビリ
テーション病棟を持つ星が浦病院、運動器疾患の医療を専門としながら
地域包括ケア病棟も展開する札幌第⼀病院、透析ベッドを３床持つ知床
らうす国⺠健康保険診療所など８つの医療機関と、⽼⼈保健施設、介護
付き有料⽼⼈ホーム、グループホーム、居宅介護⽀援事業所など13の介
護事業所からなり、釧路孝仁会記念病院はその基幹施設に位置づけられ
ている。

 同院は「患者様が安⼼してかかれる、患者様を安⼼してあずけられる
病院をめざします」という社会医療法⼈孝仁会の理念のもと2007年12⽉
に開設された。以来、三⼤疾病を中⼼に、24時間体制の救急医療を含め
た急性期医療と予防事業を展開。北海道東部（道東）で唯⼀のPET-CTを
有する病院としてがんの診断で⼤きな⼒を発揮するなど、地域に頼られ
る存在となっている。 

 救急医療の中でも、ドクターヘリを運航していることは同院の⼤きな
特徴といえる。敷地内にドクターヘリ専⽤のヘリポートを設置し、ヘリ格納庫、給油施設も備えている。 
 「道東ドクターヘリは２病院体制で運航させており、基地病院は市⽴釧路総合病院で、ヘリは週５⽇間、市⽴
病院に待機します。当院は基幹連携病院となっており、週２⽇、ヘリを待機させています。ただし市⽴病院のヘ
リポートは屋上にあるため天候などの影響で使⽤できない場合もありますから、そういうときは当院の地上へリ
ポートが便利です。いずれにしろ道東地域は非常に広域なので、ドクターヘリを運航させることによる効果はと
ても⾼いのです」と話すのは、釧路孝仁会記念病院の原⽥英之院⻑だ。

 「ヘリのスピードは救急⾞の約５倍。医師や看護師が迅速に現場に到着して応急処置を⾏うことで患者さんの
救命率をアップさせると同時に、最適な病院に搬送して治療を⾏うことで後遺症の軽減にもつなげています」と
原⽥院⻑は⾔う。ドクターヘリによる年間の出動数は約500件にのぼる。 

 同院が透析医療を開始したのは開院間もなくのことだ。⾼齢化や糖尿病患者の増加により、腎不全患者が増
え、透析のニーズが⾼まっていた割には地域全体に透析ベッドが不⾜していたことから、その不⾜を少しでも補
うべく同院でも透析を⾏うようになったという。三⼤疾病中⼼という同院の特徴もあって腎臓内科はもともとな
く、透析医療は循環器内科と⼼臓⾎管外科が担当している。 

 「透析患者さんには、脳疾患、⼼臓疾患を合併する⼈が少なくありません。当院はこうした疾患には⾼い専門
性を持って対応していますので、そういう意味では患者さんに安⼼感を与えることもできているのではないかと
思います」と原⽥院⻑は現状を説明する。 
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齋藤  
透析 ンター ンター⻑

  
床 部 ⻑

星 三  
看護部 ⻑

透析 ター
ト 設か 、 療な
以外は院内で 応

 透析 ンターは病院の２ にある。透析ベッドは20床。このう ３床
には ン ン （   ︓⾎ 透析）対応
の透析 置を 備している。循環器内科部⻑でもある齋藤 ンター
⻑によれ 、 ンター開設時は10床だったが間もなくどうしても⾜りな
くなり、2010年12⽉に増床して20床にしたという。 

 現在、釧路市内で透析を⾏っている医療機関は、同院は め市⽴釧路
総合病院、釧路 病院など総合病院を含めても数施設にとどまって
いる。齋藤 ンター⻑は、「これらの病院が ーしている広⼤な地域
の⼈ などを えると、透析ベッドはいまだに不⾜していると⾔ ざる
をえません。 医療機関の透析 が連携して、なるべくそれ れの患者
さんが いやすい場所にベッドを 保できるように し合ったりもし
ているのですが、 な対応をするのはなかなか しいものです。当院
の患者さんにも 道２時間くらいかかっている⼈が少なくありません」
と地域の事 を話す。 

 なお、同院ではシ ント 設、PT （P  T  
︓ 管 ⾎管 成 ）、合併症治療など透析に関連する

ぼすべての医療が院内で 施 で、 院の患者がシ ントト ル
や合併症などの治療 で同院に 介されてくることもある。PT の
施件数は年間120件 度、シ ント 設（ 設）は年間100件
度。う 約８割はグループ外の施設からの 頼である。 

 透析スケ ールは⽉ 、 ともに （ 30 ）、
後（13 00 ）の２クール。透析時間は 時間が基 で、 院の所

時間などを するとこれ以上 せないのが現状だ。 

 透析 ンターでは、⼀ の外来透析患者を け れながら、透析の
な患者が 院した場合のベッドや ⾏透析（く しくは後 ）⽤の

ベッドも 保している。透析患者数は外来が201 年11⽉現在 、
院が10 りで 。 院透析患者にはPT など透析関連の か、脳や
⼼臓の病 で専門 な治療を けるために 科に 院している患者など
も含まれる。透析患者の 年齢は71 3 である。 

 「 院している患者さんにも 常は外来透析の時間 に病棟から 動
してきていただくのですが、⾎ の 動が⼤きい、出⾎のリスクが⾼い
など、状 が安 していない場合は C での透析になる場合もあります。
当院では C にも ⼈⽤の透析 置を 備しており、 ⾎ 化療法を
⾏えるようになっています」と齋藤 ンター⻑が説明する。 

 透析 ンターの⼈ 置は、医師が に循環器内科と⼼臓⾎管外科
で、看護師は 、看護 。 床 は院内全体で14 お
り、⽇ との担当制で透析 ンターにも している。透析
の 格は看護師 と 床 が 。 後もこの数は増
やしていく だ。 

  床 部 ⻑の 床 は、「⼀⽇を して ンの
担当者は２ 置していますが、透析 ンターが しくなる時間 には

かの担当業 から 床 が まってきて 中して透析業 を⾏
うようになっています。 は た 床 の 事。あとは機器
の などを⾏い、透析が開始され 着くとまた院内の担当部 に

っていくのが⽇ です」と、 床 部の体制を 介する。 
 また、看護部 ⻑の星三 看護師は、「 た は 常、透析 を アと アの２つに け、
アに２ の看護師を置き、10床ずつ担当しています」と看護師の業 の を 介する。

外来透析患者に関しては、 ⾎を⽉ 回、 部 ント ンを⽉ 回、⼼ ー、⼼ 、 部CT、 度、
（   P  ︓⾜関 上 ⾎ ）、 PP（  P  P ︓

）を年 回、 かに患者 の状 に合 せて⼼ ーの 度を増やしたり、 部 ーなども 施して、合
併症予防に めている。 
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透析 ンター。10床ずつ アと
アに かれている。ベッド間 は

ったりしており、 ベッドにアーム
テ ビを設置

内全体を せるスタッ ステーショ
ン

ベッドに ずつ透析管理システム
「 TEP 」を えた ート ンを
備

に管理された機 ー ーも 備

待合 。 や ン ットによる
提供の場としても機

患者 ⼈につき つずつ つきの ッ
ーを提供

く しい病状説明などを⾏うときに使⽤
する C が透析 ンター内にある

PT などを⾏う テーテル

旅⾏透析
ない を ットーに

年間 120 を ⼊れた も 

 同院では ⾏透析も に け れている。「透析施設が少ないですし、 ⾏透析を け れられるベッド
数は られており、なるべく断らないことを ットーにしています」と齋藤 ンター⻑。星看護師も、「当院で
予約がとれると、 は５施設 なんです などと、予約に した事 を話される患者さんもおられます。そ
ういうとき、断れないなと感 ます」と話す。 

  ⾏透析では、⼈ 透析業 総合⽀援システムとして している「 TEP 」への患者基 を ⼒する
、原 に 週間 までに、いつも利⽤している医療機関から透析 件などを ックスで送ってもらうこと

になっているが、予約 体はかなり から け付けており、⼤ 連 に を予 している⼈などは、 年くら
い に ⾏機の格安 ケットを予約し、その⽇ に合 せて透析の予約を れる場合も いという。 
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が対応しても同 内 で 話対応できるように作成し
た「 ⾏透析 付 」

⾏透析患者 付リストは ン ー で

患者の 院先医療機関から提供された患者 を ⼒し
院透析や ⾏透析の患者管理に ⽤している

透析⽀援システムのスケ ール管理機 で ⾏透析の
⽇ を管理している

 予約の には、 が 話応対しても同 内 を できるように、 する をリストアップし、「 ⾏透
析 付 」にまとめてある。それを使って いた内 を きで し、その後 ンに ⼒する。予約を
けた後す に ⼒しておけ に記 が り、常に できるので、⽇ や 件の間 いを防 ことができる
のである。 ⾏透析の⽇ は、管理は ク ト社のアク スにて で作成したものを ⽤している。
その中には「 ⾏透析患者予 」や「患者基 」などの ータが っている。「 ⾏透析患者 付リスト」
は ン ー で⽉ とにまとめ、当⽉には り出して もがいつでも できるようにしている。 

 院内の施設や で ⾏透析の患者の透析 件に合 せられないことはまずないという。 床
は、「たとえ 、 ア ーなどまったく同 ものがない場合は、⼤きさや の などを合 せるように
しています。そうすることで当院にあるもので できます」と説明し、「 ⾏透析だからといって当院の患者
さんと対応が特に ることはありませんが、いつもと う場所ということで する患者さんもおられると思
いますので、おいしいお や 所などを話 にしてリ ックスしていただくように めています。 ⾏者の

から に をいただくこともあります」と、患者との な ニケーションを⼼がけている。 

  ⾏透析の利⽤者は、2011年が4 ⼈、2012年が7 ⼈、以 2015年まで、 0⼈、59⼈、55⼈と ンスタン
トに け れている。特に ⾏者の かった2012年は、透析件数にすると119件、８⽉だけで40件を け れ
た。

 「 ⼈の患者さんが北海道 在中に３、 回利⽤されたり、リピーターとなって の にも利⽤されたり。
そういうことが なると件数が くなります」と 床 。予約者が なってベッド数が⾜りなくなっ
たことも にはあり、「 院患者さんに ⽇を していただくなど に しました」と星看護師が り

る。それでも、 した り、 た が け れなけれ あとがないことを く意 し、断らない を
持している。 

療法
医 と が ⼒して

、 ・ も

  り し いているように、透析ベッドの不⾜は めない事 であり、10床から20床に増やした同院でも、
まだ⾜りないと感 るときはし し あるという。しかし、患者の⾼齢化などを えると、 にベッドを増やせ

よいとはいえない。そこでP （P  ︓ 透析）を する動きも透析関連施設間では出て
きているのだが、 ⼼の患者がP を しないケースが く、なかなか まないのが という。 
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 齋藤 ンター⻑もP ーストを したい えを持っており、 には （ ︓⾎ 透
析）と合 せてP や についてもしっかり説明している。「透析 が づいてきた患者さんには、外来で
も り し 治療法について説明しますし、P については病棟看護師からも 介してもらっているのですが、
それでもなかなかP は されません。 の ⼒が られないという患者さんも いのです」と⾔う。 

 現在、同院でP を⾏っている患者は 。う はP の 。 り３ は との併⽤で、週に 回 院し
ている。「P の効率が い 、⻑くP を⾏いたいという などに、 を める意味もこめて併⽤をおすすめ
しています。中にはP を始めて 年になる患者さんもいます」と齋藤 ンター⻑が⾔う。 

 腎 を する患者に関しては、地域で 医療に り んでいる市⽴病院に 介している。これまでに
介した２ は、提供された腎臓が適合せず、 施には らなかったが、 き き 者の⽀援は けていく えだ。

フット
患者にフット ッ を

が れ に 医に な  

ットケアは に院⻑が 括しており、診療 で「 動 疾患 管理加 」が 設された201 年
⽉よりもずっと以 から、 期 に や PPなどの を⾏って状 を管理し、 病 の 化を防 り

を⾏っている。 

 星看護師によると、現在は の透析患者に対しては ず「⾜の ック」「 ットケア ック 」といっ
た ックシートを⽤いた ックを⾏い、その後は ⽉、同 を⽤いた ックを している。「以 は
糖尿病の有 、⾎⾏ の有 などにより、 ックの 度を えていたのですが、加 がとれるようになった
ことで、全 同 度で⾜の ックと ットケアを⾏えるようになったのは かったと思います」と加 設
の リットを る。 

 看護師が⾜を ックして か づいた場合はす に医師に えて を け、 なケアを⾏う。「専門
な処置が な場合や、アンプタ（ 断）を するようなケースでは、⼼臓⾎管外科に担当してもらいま
す。また、当院にはない 成外科による治療が な場合は、 院に 介して 診していただくようにしていま
す」と星看護師が患者の状 に応 て対応する様 を 介する。 

⽉の⾜の管理に⽤いる「⾜の ック」と「 ットケア ック 」

スタッフ
は ータの 析に

床 は の に注⼒

 透析 ンターの業 に携 るスタッ の ン ンスは⽉に 回の ースで⾏っている。内 は症
や関連する 域の が だ。 

  床 で⾏っている 動としては の がある。 床 は、「 は患者さん
との 頼関 を くうえで非常に⼤事なポ ントです。ですから ⼈を な対 に、まずは を使って の
度や ⾎ の き などを してもらい、ある 度できるようになったらスタッ の を使って を⾏って
もらいます。 を提供する た は 、 いのですが、 ⼈ のためにはこれが⼀ と思って けていま
す」と り を 介する。 
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 ⼀ 看護師は、 時間であっても ⽇ ン ンスを⾏うことを しており、週に⼀度は 床 を
えた ン ンスを⾏って、 を⾏うなかでス ルアップも している。 

 また、⾎ の ータに関⼼を持 、数 を ⼒を⾼めながら病状の 析や患者 に かしているのも
同院の看護師の特徴といえる。「たとえ ⾎ の ータを て、リンや リ ムが⾼い場合は、す に患者
さんのところへ⾏って を べたの と します。すると を べました などと えが って
きて、 を べたら数 が上がった という現 を 有しながら ができます。 ⾎などについても づ
け す に医師に し、対応してもらいますので、患者さんの 応も いのです。 かにもP （P  

 ︓透析 後の⾎ 率）からド トが適 かどうかを 断したりもしています。 ー
タを ために⽇ から することで、患者さんの⽣ が でき、また、医師の の意 も理 しやすく
なります。 た 看護師が ータを ことの意 は⼤きいと感 ます」と、星看護師が⼒説する。

 また、看護師、 床 ともに 会 加には で、⽇ 透析医 会など ンの 会では 年 ず発
している。 会 加の意 を齋藤 ンター⻑は、「 から 施設を したりできるといいのですが、 念

ながらそういう機会は とんどありません。ですから 会に 加して、いろいろな施設の り や に れ
ることを しています。また た の り を してもらうことも⼤事だと思っています」と る。同
院には、こうした 会発 にかかる を補 する制度があるので、たとえ 会会場が など であって
も、 ⼈の 担なく 加できるのである。 

の ・
⼈ とりのス ル ップと に

ニーズの に える

  後の として星看護師は、患者 を げ、現在、 に応 て に⾏っている を、管理
による回診の で 施することや、運動療法など、リハビリテーションにつながる も り れていきたい

という。 

 「特に で連携して⾏う 動を増やせれ と思います。 、 師、リハビリスタッ など、透析に
かか るいろいろな が⼀ となって患者さんを⽀えていくためにも、 ン ンスを させてい
けたらと思います」と る。 

 また、 対 として の 施を えている。 床 は、「釧路はもともと地 の い地域
で、 、これまでに 度 の地 を２回 しています。地域がら、地 への⼼ えや設備上の対 はそれ
なりにできています。あとは に こったときに患者さんをどう するか、という部 を 化していきた
い。地 の場合は を して上 へ、 事の場合は院外への が原 。そのための をしなけれ と思
います」と⾔う。 

  床 部の としては、機器の ンテ ンス を ⼀⼈ とりが につけることを げる。 天候で
がま することも少なくない道東では、 ー ーの ンテ ンスに かり頼っている けにはいかない。

部 などかなりの部 を た で対応できる⼒をつけることが という。 

 最後に齋藤 ンター⻑は、 後について「⾼齢患者さんへの対応をどうするかが最も⼤きなテー です」と⾔
い、「 時の年齢や健康状 をどう 断するかも含めて関 者 で すべき時 に来ていると思います」と

する。また、 後の患者については、「できるか りニーズに応えたい」というのが基 で、⻑時間
透析、 間透析などにも があれ 、いつでも応えられる体制を えておきたいという。 
 医療 事者全体の不⾜など、同院や法⼈内だけでは できない もあるが、 在看護師の り こしなど
も含めて⼈ 保に⼒を れ、よりきめ かい対応を⼼がけ、医療の の 持 上に めたい えだ。 

透析 ンタースタッ の さん。
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